
9 1.序言

ScS波に就て(第二報〉

C第一報:気象集誌第 12;巻第3競〉

和達清夫

沖住雄

近地に於ける深護地震の観測の際に 8c8波が明瞭に出現する事賓は，地殻内の地

球核心表面に於ける著しい弾性的不透績を指示し，向進んで、核心内に横波の偉播が不

‘可能らしきと左(此の意味に於ける核心内が流髄である主云ふと主)をも示めして居

ると忠はれる。併し一方にて，例へば今村博士の報告にもある様に，核心内を通過し

来たる S波 (8'波)左忠はれるものが観測された左云ふ事責もあるから，核心内に

果して 8i皮が絶封に停播し得ないものかどうかは充分に調ぺて見た結果で、ないと断言

出来ない。最遠地観測に依って直接 8'波を検出しゃうとする試みは，核心内の事柄

が未校、充分に分って居たい今日に於いては決定的た結果を得難い。共の吟味は観測さ

れた Sc8波の振幅と，震源に於ける S波の生成欣態主から推論されねばたらたい。震

源に於ける S波の生成を知らんが震には共の地震の所謂後震機構が明らかにたって居

る必要がある O 近時鷺坂本多河角氏等の努力に依って非常に詳しき其の方面の研究多

く，特に?架設地震の護震機構が多く論ぜられて来たのであるから，此等の結果を考慮

すると主に依って核心流館設が確諮される事が可能で、あらう。

後震機構を論十る際は，観測された地震波の初動の方向主振幅主が常に重要な論榛

主たるものである O 然るに観測された初動か包賓際の地面の地震動の始まり方を知る

事は事賞簡単で友い。従来多くの場合地震計・の記録は初動附近に於いて大躍に於いて

地震動の愛位をそのま L比例して書いて居るもの主仮定して論じて来た。併し，此の

簡単な仮定が仮令へ地震計の週期が，充分大なり主忠はれる様な場合に就いても時に

甚だ、誤差の入いり易い事ーがあるのは就に屡々指摘されて居る o 然らば地震計記象から

地動を各項積分法 (GliedweiseIntegration)に依って求めて論やれば如何も戸ふに，

之なれば先づ上述の如き非難は免れるであらうが，此の方法は甚だしき手数を要し且

賓際之を行ふ時は種々の困難に遭遇するもので、ある O

競って惟ふに 7 従来地震設現機構を論十る際は主主して護震機構の昼間的分布が論

ぜられ時間的分布に就いては簡単な仮設を設けるものであって詳しく論じたものはな

い。然も其の仮設が良資に遠いものかも知れたい。僅かに，鷺坂氏に依って深夜地震

のS波の記象から，震源に於ける「護震は僅か数秒の聞に行はれる簡単なものである

主考へられるj左報ぜられて居るO 兎に角護震の時間的経過が不明で、は初動の波型の

問題も従って護震機構の昼間的分布も充分に論ぜられない事にたるO

此の問題に ScS波が利用される o ScS波は記象上にて他の前駆波主隠離し，其等
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の波動の影響が殆んど静止せる場所に突然皐濁に出現する。然も其の波型を見るに僅

か一二往復の波動に過ぎたいc何故に ScS波は斯くも簡単左波型を示めずか主云ふ

に，其の理由主して勿論震波経路 6000粁以上に及ぶが震に複雑な波型が消失して簡

単左波型が残存した主考へられるが，共れよりも重要なる事は近地地震の ScS波は

其の偉播が往復共に殆んど地球の radial の方向に行はれるからである ogpち地殻内

には数多の不連績唐が存在するらしく考へられ，特に核心表面のもの及び地表面に近

い所に存在するものが著るしい。(後者の矯P波及び、S波の複雑さが生じた。)然るに

ScS波は停播中共等の不連績面に絡始垂直に入射して通過或は反射するが故に，共れ

に際して縦波を生守、る事はない~である。此の ScS 波の簡単た振動は或程度迄震源

の護震の有様を示めして居るもの左見ると之が出来る。波型は遠くに停播し行くに従

って其の銃さを減じ餐型する主云ふ考慮も必要で、あるが，地殻内深庭に於いて震波は

仮令ヘ若干の吸牧を受ける主しでも想像よりもす=つ主小友る吸牧であるから，重大な

る波型の餐化を生ぜしめる程ではないと信やる。特に現在の調査に依って得られたが

如き，衝撃性波型は震源に於いてもつ左銃い，向型の衝撃が想像されるものである o

著者の本報文に於いて行った事は先づScS波の地震記象を解析して共れに封臆する

其の地勤を知らん主する試みである。其れに依って震源に於ける護震は主として簡単

怠る一つの鋭い衝撃に依って起されると忠はれる様な結論に到達した。然らばP波，

S波が何故にかくも複雑な振動にて観測されるか，寧ろ其の問題が重大たるもの主し

て浅されるととに左った。向ScS波の動きから震源に於ける運動の大きさが大略推定

された。進んでScS波の振幅及び動揺方向を利用して地殻内の欣態。特に核心内の流

鵠設や又震源の護震機構などを考へると主が出来る語であるが今同は核心が流躍らし

き事を述べるのみでその他に就いては深く燭れて居ない。

ScS波の，同じ地震に就いて異る場所に於いて観測したものを比較すれば，其の土

地の地震に封する習性がある程度迄分る。三島，輪島，柿同の三ケ所に就いて之を少

し論じて居る o ScS波に依って惹起される土地の二失的振動に就いても興味ある事が

あるらしいが詳しい事は後報に譲ると之とする O 兎に角 ScS波に釘しては調奈すべ

き事が向甚だ多いを云!まねばならない。

S 2.調査の方法
ScS波は孤立波である左は云ふもの¥，共の出現前後に於いては， S相より次第に

弱く友り行く地震動の1al若干残存する所であるL-，又脈動も之に加はって居ると主か
ら，記象上 ScS波と思はれる波動も純粋に ScSの波動を去はすものでなく，叉 ScS

波だけを抽出すると主も不可能で、ある O 但し ScS波の振幅は共の部分附近の他の波

動に上としてー遥かに大きい事が多いから，今記象に現はれて居る孤立波動は純粋に ScS

波のみより成る主仮定するO との観測された記象から土地の勤きを求めるに，各項積

分法が用ゐられた。詳細は鈴木誌が以前に用ゐられたもの主全く同じであるから此庭

に略す。印ち地震計の描針の餐位を α主し地動の嬰位を m在すれば，地震時の描針の
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運動の方程式が

22-+2ε 生十旬、 =-v~手
dt'.!. -dt . dt'.!. 

(1) 

で表はされると仮定する o .!It庭でVは描針倍率であるO との仮定は事賓を大韓表はす

ものであるがF 唯摩擦の項を無硯した事は或ひは相営に信用度を遮減したかも知れな

い。但し摩擦の項を如何に入れるか主云ふと左は甚だ、複雑た問題であるから，現在は

第一近似的にとの式を正しい主考へたが，との事の10に本質的に異なる結果が求めら
れると云ふ憂は無い左信守、るO

各項積分法に依って地面の鑓位 Z は

X=Xo十七(α0+(2oao+α川の)
-37jα十2ε r~dt+パdt r~dtt (2) 

)0 )0)0  

にて求められる o此鹿にて九〆。は地面の t=Oに於ける愛位及び速度?α。，ao'は

描針のそれ等であるO ε及びがは地震計の恒数の〈減衰比〉及び To(無制振時の自

己週期〉より求められるものであるから，観測された記象の曲線を機械的積分する事

によって mが求められるO

但し α。及び αorは記象上から求められる量である在しでも，本目的の如く地震動

中に t=Oを取る現在の京nき場合には1 容易に Xo及び、 moFは知り難い量である震に，
(2)式右還の第一項及び第二項は正確には求める事が出来ない。従って記象中に現は

れたScS波附近の曲線を (2)式第三項のみに従って解析した在して，共の結果主して

X = f (t) 
たる曲線を得た在する主}之は地面の運動そのものを表はすものでなく，

X = f (t " + Cl t + C;! ・・ ・ ・・ (3) 

が貴際の地面の愛位を表はすもの主考へられる O との CI 及び、 C2たる 2つの常数は

如何にして定めたかヨたに述べる事在する O

純粋の理論的に言へば (3)の式で、地動が表はされる誇であるが賓際には向他の困難

がある o それは若し始め記象紙に於いて描針の静止線の定め方(之は寅際にはその位

置らしい所を目測によって定めるものである0)が上過ぎたり下過ぎたりする時には，

(2)式に相嘗するものは

X = f ( t) + c/ t2十 C../t十 c;/.. ."・‘........，.，.， .、(4)
の様な形主主主り，又更に静止線の傾きをも取り損宇、る左すれば、

α= f (t) + c/，t3 + Cz"t2+ c:;"t + C4" ..... ・・ (5)

の如きもの主たる。

寅際に記象に就いて各項積分法を試みたものは誰でも経験する通り ，f(めたる曲線

は時間主共に非常に静止線から遠ざかって行く様に求められて庭置に困窮するもので
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ある。現在我々の採った方法は (4)式を正しいもの之した。そして各項積分法で、得た

f(りたる曲線が出来るだけ静止位置から遠ざから守、に其の周固に振動する様に Cu

Czを定めたのであるo(C3 は常に無視した。)卸ちとの事は地面の動揺がある静止位

置を中心主して振動し時間主共に餐位が増大する様なと之友く，又共の前後に於いて

甚だしき位置の餐化も生じる事はない主考へたのであるO 賞際の調査の結果 Cl，Cz共

にO主考へでも充分な事もあったが多くの場合 C2t を，そして時折 Clt2 を遁営に附

加した。

記象は共の copyを馬真にて約 10倍に鎖大L.-，之に硝子製の方眼型讃取器を営て

て讃み取ったのであるO

~ 3.観測材料
ScS波の解析は第一の試み主して同じ地震を異る場所にて観測したものに就いて行

はれる事が望ましい。何となれば、近地地震の ScS波は我が図内地全臆位の面積に於

ては殆んど同じ波動が来る主考へられる震に，各項積方法に依って得た地動が之等相

互に於いて如何なる Similarityを示すかを桧し得るからである。之に依って一方と

の方法によって解析された地面の運動が如何なる信用度を有するものか主云ふと主

主，他方向じ波動が来った際それぞれの土地に依って如何に異る地動が誘愛されるか

を知る事が出来るからである c本調査に於いては (27頁に績く〉

第 1固 ScS波近傍の地震記象(上〉と其れより
得た地面の動き(下)

(1932， XI 13日本海北方の深護地震)
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1932年 11月 13日 13時，日本海北方に起ったj架設地震(震源の深さ約300粁)

の観測が用ゐられた，本文に示すものは三島，輪島・ 7柿岡の三ケ所に於ける観測を解

析して得た結果である。 ScS波が深護地震の|祭如何なゑ有様に P，S波に透か遅れて

殻現するものであるか之云ふと主については他の論文lて就に度々掲げられた乙主であ

るから，此庭に略す。

s4地震記象と費際の地動(特に初動に就て)
第1固 A，B，及び Cは三島，輪島7 柿岡の三ケ所に於ける ScS波(問現の前後

約 20秒間)の観測した記象むとの記象を上速の如き各項積分法に依って解析して

得た地面の勤き止である O それぞれに於いて双方共同じ率で蹟大しである O

之等の観測は悉く同一型のWiechert式地震計に依って得られた水平動記象で、ある O

ScS波は上下動記象には殆んど現はれない。其等地震計の恒数はヨたの如くであるo

場所|成分|

三 lNS| 島E一九V 5.1 

輪島出l3.3 
柿間|ι|4.6 

v l仰|

:|:fl 
210ぺ3 1. 0.023 
510回|
5 I 0.02 

V 

77 

80 

80 

86 

95 

105 

倍第1固， A三島の観測に依

る場合を検して見ゃう oScS波

は，上方に重かれた原記象中

に於いては時間の零貼より 10

秒訟の所にて微弱たるE方向及

びS方向のき警位を以って始まっ

て居るO 若し“初動の大いさ

を知る~に簡単に記象に去は

れて居る餐位の量を描針倍率V

でもって割っただけで得られ
*上記の恒数に於u、てれ及び Uのfi査がs)j"に依りて相営に

差違ありし事は本調査の結果に封して注意を要する。
る"主仮定するならば， ScS波

は始め E方向へ 20徐 μ.，S方向へも之主同程度の嬰位を以つて入射し来った主解

せられる O 然るに下方に描かれた乙の記象に封臆する地動は如何 1ScS波の入射は非

常に大なる波(寧ろ衝撃)を以って E方向l乙約150μ.S方向にも 100μ，以上動いて居

るで、はないか。之を以ってしでも，震波の初動は記象を巌密i亡解析せやに単に倍率を

以って除したものを用ゐれは事賓の6分の1程の値しか得られない。初動の振幅を論

やる時立との注意は炉めて肝要である。特に現在の場合の如く地震計の自己週明に釘

して衝撃の作用時聞がより大である場合に殊にさうである O

斯くの如くにして，解析されて得た ScS波に釘する地動の主躍は，車なる一方向

に加はった1つの衝撃の如きもので振動する波でたい事が云へるO たど留意すべきは

との大友る衝撃に依って二夫的に生じたと考へられるが如き小振動が之に績くと主で

あるO との事は柿岡の観測の場合殊に著るしい。兎も角も ScS波の始めに於いて此の

方向に 1つの大きた動きが存在し他に別に波動らしいものが附随し左いと止は，との

地震の場合は三島，輪島，柿岡を通じてて明瞭に看取される O

輪島及び柿岡の場合も三島の場合と皆同一傾向である。たピ輪島は自己週期の相営
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に短いものを用ゐて居るととが興味深くィ又柿岡に於いては衝撃に依って誘設された

小振動が微弱であって，衝撃が甚だ綬かたものにたって居るのが特筆されるO 併し兎

も角もとの三ケ所に於いて観測された ScS波が外貌に於いて異るあるも，解析されて

出た地動は本質的に同一傾向のものであるととは，現在の各項積方法に依る結果が相

営に信用され得ると主を示めす。特に原記象に於いては ScS波の第2動が W 又はN

方向に著るしい饗位を示めして居るに拘はら宇，事責地動は vVN方向にとれに相営

した餐位は殆んどなく i之は翠に自己週期の相封的に小さい地震計に見られる習癖に
て見掛け上生じた波に過ぎないと左は観測者の常に忘るべからざる事左思ふ。

S 5. 結果の検討
第一固に示めされる地動の各項積分法に依って得られた結果を，更に進んで、考察す

ると左止する O 先づ東西，南北雨成分を結合したものは如何なる地動主なるか平面園

上に示めして見る oScS相に釘する地動は，理論上営然諜期される椋にI二下動の成分

は寅際に殆んど観測されないのであるから，水平C運動を以て ScSの全貌が覗はれる

左してよいヲ各項積分の結果得られた地動は東西，南北双方共に静止緊~線の位置を正

確に決める事が出来ない。 止むを符す=大韓静止線らしきものを仮定しそれに就いて求

めたのであるO 第二国 A，B，C はとの水平地動の有様を示す，国中 -1，0，1， 2，等

の数字は秒数を表はし，。秒はScS相入射の時刻に相営ずる様に揮ば、れて居る O

上述の如く静止線撰揮の都合から第2園の曲線は賓際の地動主は柏、異るものが求め

られたかも知れぬ。併し A，B，Cの三園を互に見較ぺる事に依って ScSの地動を大韓

察するととが出来る o A，B，C三者に於

W 

第 2 園

ScS波に依って生ず.る水平地動

ぐA) 三島の場合
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いて恰好が相互にか左り相違してゐる

理由は，一方に於いて観測所附近の地盤

の強弱に閲する翁主は云へ3他方に於い

て地震計-の恒数(各観測所より報告され

た値)が果してとの地震を記録する時正

確に共の値であったか否か主云ふと主

に重大な考慮を要するO 第 2固から我

は々 SeSの衝撃は，NW(或は WNW)

方向から SE(或は ESE方向に向ふ一

往復の地動左解される。共の振幅(A)及

び、作・用時間(りは凡そ

三島:A=200μ・T=4--5 sec; 

輪島:A"=150μ， T=4 sec. 

'柿岡 A=110μ，.T==(9sec>..?) 

主たる O.各地に於ける振幅の大小は勿

論此の地震の後震機構にも， 多少関係
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(B) 輪島の場合
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(C) 柿岡の場合
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あり在するも主主して所謂地盤の強場

(との程度の衝撃に封ずる〉に依るもの

t考へられるO 向筒撃の作用時聞は割
合に長く 4""，5秒(柿岡のものはとの関

係がよく分ならいが之は摩擦の項を省

略じた免に生じた結果ι思ふ) 主推定
されるO 三島及び輪島の地動は往復の

道筋を異にじーワの閉曲線を拾いて居

るに拘はらす柿岡の地動は殆んど同

一直線上の往復である 0'惟ふに前二者

の方に於いて，観測に用ゐた東西南北

雨地震計の恒教の誤差(特に自己週期)

から，地動を求める際生じて来た訣り

の所第も共の原因の一部をたすであら

うO 従って ScSの地動は柿岡風のもの

が正しい主忠はれるO 倫柿岡のScSは

衝撃の直後から細かい振動を混じて居

る之は柿岡 ScSの記象によく現はれる

ものであるO 恐らく之は皐なる地震計

内に生じた振動で友く，賓際に剥nかい
地動が ScSの衝撃の震に二失的に柿岡

附近の地殻内に誘設されたのであら

うO 此の事寅は柿岡筑波地方の地盤の

特異性主関係がある主忠はれるO

柿岡の例は特異ではあるがScS相の

後には，あらゆる場所の記象に於いて常に小振動が童文十秒或は数分の程度で常に績く

のであるO とのこ弐的振動の詳細は他の機舎に譲るとと主ずる O

S 6. 震源に於ける鐙震衝撃

震源に於ける褒震機構に就いては，従来，如何なる方向に如何なる波動が送り出さ.

れるかと云ふと~ 7Y~多く論ぜられて来，共の波動を生成てr時間的経過に就いては論

ぜられるとさが少なかった。共の中の一つ在して，鷺坂氏は震源に於ける後震は僅か

数秒の中に行はれる主述べられて居る O との論擦は昭和四年六月志摩半島附近の深養

地震の際の，観測に於いて松山 F高知，演同等に於ける地震記象(同氏論文附固参照〉

が， s波に就いて賓に簡単な波動を示めして居る事責lて基く O 上記地方の S波は数秒
の聞に相営大たる振幅を以って，一往復飴の振動を示して居るに止まるのであるO 之;

等は丁度今日 ScS波主して観測される波主其の恰好が賓によく似て居る O 之等の簡単

( 28 ) 



のS波の記象を現在我々がScS波について取扱ったが如くにして地動を求める時は，

恐らく同じ様に S相の地動に封しでも 1つの衝撃型のものを得るのであらう主察せら

れるのである。

との衝撃型のScS相の観1/qljから，直ちに全く同じ型の綬か左衝撃を地震源に於いて

想像するのは危険で、あるO 一般に地殻内は震波の吸収が甚だ僅かで、はある主云ふもの

の，衝撃の型(時間的の)をと論やる様な場合には地殻内の吸収作用による時間的愛形

を考へざるを得たい。例へば震源に於いて非常に不規則友急:激な衝撃があった主しで

も， ScSの如く 6000粁程度の経路を経た波に於いては草たる緩、かな，簡単な形をし

た衝撃主なる事は察するに難くたい。

国鰭粘性の存在する様な媒鰭内の蹄性波イ専播の波型愛化に就いては，既に論ぜられ

て居る所であるが，例へば Áe~αM の如き波型を有するものが倖播し行く時には F と

の形は倖播して行っても，前主似ては居るが，振幅がIJ、さくたり同時に鈍いものにな

りて行く O 郎ち衝撃の銃さが減じ叉大きさが減じて行くのであるb との事から我々は

との地震の(従って一般深護地震の〉震源に於ける衝撃はかなり銃いものであった事

が察せられる。多分数秒以内在云ふよりも宇、つ左短かいものであらうO

理論に於いては，確率曲線の如き型の衝撃が震源に於いて働けば，固酷粘性ある媒

韓中を停播して行った波も矢張り同型のたど緩やかた小さいものにたる在考へられる

在しても，其の逆の考へ13PちScS波の観測から震源に於ける衝撃の型を詳しく論宇、る

事は不可能で、あるO 震源に於いては恐らくもっと複雑な形の銃い衝撃であらう。之は

近地に於ける P波やS波から論ぜられるべきものであって ScS波からは不通営であ

るO 併し共の大関の傾向に就いては， SeS波観測より得た地動の形を銃くしたものを

以つ七震源に於ける衝撃主見なす事は許されるべきと主主思ふ。

S 7. 稜心内は流龍か?
ScSの地動の振幅は三島(ム=980粁)，輪島(ムコ720粁)，柿岡(ム=900粁)の三

ケ所の値を平均すれば、 150μ 程主在る O 伎に此の地動の振幅がム=900粁の地黙の

ScSの地動に封ずるもの主して正しいもり主仮定しゃう O 深さ 300粁の震源を愛して

殆んさ radialに地心に向って進み深さ 2900粁の不透績面に垂直入射し，反射して

地表面のム=900粁の地黙に到達したScS波の振幅は，該地黙に於いて 75μ であっ

て，之が自由表面に垂直入射した横波であるが篤2傍たる 150μ の地動左して観測さ

れたるもの主考へられる O ム=900粁の ScS波の振隔が-75μ であるたらば，震源近

傍に於いて幾何の振幅を有して居たかを推定する事が出来る O 但しそれには弐の仮定

を設けるO

: (i)'ScS波がム=900粁の地賄に到達する迄の往復経路は糖、τradialの方向であ

った主近似的広見なす。との事は途中不蓮績面を反射或は通過する時に縦波の生

成はたい事を意味するO

也 (ii) 核心内は流撞であるとするol3Pちとの表面へ垂直入射の横波のをヱネルギー

( 29 ) 



は反射横波となるO

( iiiう倖播経路中に核心表面以外の不連慎唐は無い在する。

(iv) 地殻内にて震波の吸牧は行はれないとするO

(v) 弾性波の振幅は弾性係数の異る場所に倖播しでも其のためにき電化したいと考

ヘ・るOぐ之は併し相営に議論の飴地がある0)

以上の僚件を認容すれば ScS波の振幅の減衰は単に波動の divergeする事に依る

ものばかりである。而して ScS波は震源を出て如何に divergeするかを調べるにScS

波の走時曲線より之を知る事が出来る O 大館の値を示めせば s=600粁附近に到著

する ScS波の振幅は震源、から四固に球面波主して掠がった波が約 17000粁の距離ま

で倖播した時に有するであらう振幅に匹敵するO 故に震源の大きさを 1粁の球である

在する主， ζの球面に於ける 1米の振幅を有する横波は距離17000粁に停播して 1: 

17000米自Hち約 60μ の振幅に減やる O 従って若し 75μ の振幅を Scs.波が s=900 

粁の地表附-近に於いて持って居た在すれば震源 (1粁の球面)に於ける S波の振幅は

1.3米弱主なるO

との計算を試みる震に設けた前記僚件に於いて，核心内が流鰹でたく回躍であると

係件を愛更すれば，若し核心内外'の密度礎化を考(なければ垂直入射の横波の反射透

過に就いては光の理論に於りるフレネルの式で扱はれるから，反射横波の振幅は入射

波の 1/6程度ほと但し恐らく此庭では密度の愛化もあらうから F事責に於いては

遥かに小なる値£なり，従って震源に於いては8米或は ζの数倍程度比も及ぶ振幅を

有して居た事主たる O

荷台のCi)より (v)迄の僚件を置いたが震に，貴際の場合に比して如何なる誤差を生じ

たかを考へるに， (i)，(ii~)，(iv) は悉く震源に於け石振幅がより大なるべき事を指示し

て居る O 而して (v)の僚件が濁り震源に於ける振幅がもっ主小さくてもよい在云ふ事

を指示する 0・故に寅l努に於いては果して現在の近似的勘定が何れの Senseに誤って居

るか見営をつけるととは出来たにいが，筆者等は (i)，(iii)， Ov)の:件の震に寧ろ過小

の値が震源に於ける振幅として出た主考へ度い。

との 1932年 11J13日の地震の護震機構は既に本多氏に依って詳しく論ぜられ

て居るO 命本多氏等の最近の調査に依ればとの地震の震源(宇径 1粁の球面上の意

味)に於ける S波の振幅は最大の所に於いて1.5米程度であると云はれる O 此の値は

主主して P波初動の振幅分布の研究から得られたものであるO 我々の観測した ScS

波は，震源に於いて S波の可なり大なる波を出だす方向のもので、あると之が本多氏の

護震機構から察せられるが故に，本多氏の得られた1.6米の振幅は我々の現在得た1.3

米の振幅と封臆するものである。勿論本多氏の得られた値にも多くの仮定が含まれて

居るととではあらうが，兎に角雨者の佑.の茜だ近い事から，考へでも核心内が流韓的

性質を有すると主，及び地殻深庭に於いては震波の吸収が甚だ小さいと左を察すると

左が出来ゃう O 但じ地球の核心内が果しで流鰭であ石か或は如何なる性質を有するか

( 30 ) 
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主云ふ事を断言するには今後更に 8c8波の多くの観測材料主震波の吸牧，弾性係、数分

布其他の考慮を入れた精密なる計算を必要とするものであるO 又一方今迄屡観測され

た主報ぜられる 8¥，8'2波等核心通過横波に封する考慮もたされねばたらない。従っ

て現在の推定は単に大韓の傾向を見たに過ぎたいものであるO

柊りに，本文を作製するに首り盆問クニモ氏の少なからざる助力を得た事，叉本多

技師始め地震掛の方々にも種々御配慮に頂った事を感謝するO 向柿I司観測j所共他の地

震観測所に封して観測材料を奥へられたと主に就き此庭に併せて厚く感謝する失第で

ある o(怒〉

昭和九年二月 於中央気象肇
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